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はじめに
電力中央研究所（以下，電中研）では，放射年
代測定法として，これまでFT法，K-Ar法，ESR
法，OSL法の適用性検討等に取り組んできた．ま
た最近では，Laser Ablation Inductively 
Coupled Plasma Mass Spectrometry（LA-ICP-
MS）を用いたU-Pb年代測定法の適用性検討を実
施している．ここでは，同手法に関する電中研の
取り組みを紹介する．

研究経過
U - P b 年代測定法は，従来，T h e r m a l 
Ionization Mass Spectrometry（TIMS）や
Secondary Ion Mass Spectrometry （SIMS）を
用いた手法が適用されてきた．これらに比べ，
LA-ICP-MSは，装置が安価で汎用性があること
等から急速に普及しており，電中研においても年
代測定以外の目的で複数台導入されている．
2010年時点で，電中研には，狛江地区と著者の
所属する我孫子地区に，New Wave Research社
製レーザーアブレーションシステムUP213-A/F
とThermo Fisher Scientific社製四重極型ICP-
MS装置XシリーズIIが各1台導入されている．
著者は，先行して導入された狛江地区のLA-
ICP-MS装置を用い，FT法の年代標準試料である
Fish Canyon Tuffのジルコンを用い，概ね良好
なU-Pb年代が得られることを確認した（伊藤，
2007）．U-Pb法は，第四紀の若い試料よりも古
い試料の方が，娘核種であるPb（ここでは
206Pb）の蓄積が多く，良好な年代値が得られる
ことが期待される．そこで，著者の所有する古い
試料である，オーストラリアCooper Basinの花
崗岩のU-Pb年代測定を行ない，SIMS年代（300
～320 Ma）と整合する329±32 Maの年代を報
告した（Ito, 2010）．
LA-ICP-MSによるU-Pb年代測定では，使用す
るレーザーの波長が短い程，高品質な年代が得
られることが報告されている（例えば，Jackson 

et al., 2004）．そこで，金沢大学所有のLA-ICP-
MS（波長193nmのエキシマレーザー）と電中研
の装置（波長213nmのNd-YAGレーザー）の比
較を行なった．その結果，分析条件の相違から
単純な比較はできないが，より波長の短い金沢
大システムを用いれば，より高品質なU-Pb年代
が得られることが分った（伊藤ほか，2009a）．
さらに，金沢大システムでは，1 Ma程度の若い
年代測定も可能であることが分った（伊藤ほ
か，2009b）．
LA-ICP-MSによるU-Pb法の大きな利点とし
て，FT法と併用可能な点が挙げられる．すなわ
ち，同一の粒子を用い，U-Pb年代とFT年代を得
ることができる．伊藤ほか（2010）では，FT年
代測定用にエッチングを行なった試料（従って，
Pb汚染のため信頼性の高い年代を得ることが困
難と考えられる試料）を用いた場合においても良
好なU-Pb年代が得られることを野島断層周辺の
花崗岩等を用いて示した．

今後の展開
電中研では断層の活動性を評価可能な手法の開
発に古くから取り組んでいる（例えば，金折ほ
か，1986；伊藤，2006）．U-Pb年代測定   
（U-Th年代測定を含む）は断層活動に関連して
生じた方解石脈等を用いることで，断層の活動時
期に制約を与えることが可能である（例えば，
Watanabe et al., 2008）．現時点では，断層に
関連する方解石脈のLA-ICP-MSを用いた年代測
定例は報告されていない．これは，方解石脈中の
UやThの含有量の少なさ，閉鎖系の問題，等の
困難な問題があるためと考えられるが，近い将
来，機器の性能向上等により，LA-ICP-MSを用
いた断層岩の直接年代測定が可能になると思わ
れる．現在，最も感度の高いIsotope dilution 
(ID) TIMSは試料全体を溶かす必要があるが，
LA-ICP-MSは方解石脈の表面から深部まで段階
的に年代値プロファイルが得られ，これは大きな
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強みである．このため，電中研では，LA-ICP-
MSによる断層岩の直接年代測定の可能性を追求
していく予定である．
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